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オリンピックに関する噂 

2022年のオリンピックに昭和天皇が出るという噂を聞いた。 

そんなことがあるもんか。と思ったが案の定ガセネタで、「昭和天皇」というのは新しくできる種目名

のことらしかった。  

 

 

 

秋の帽子  

秋の帽子を買ってくれろと言うから秋の帽子を探しているうちにもう秋になっちゃった。「こんなに素

敵な帽子をお風呂にかぶって行っちゃあおかしいね」と言ったら「お風呂しか出掛けるところがない

もん」と言う。毎週月曜日と木曜日に 

デイサービスの風呂に母は入る。 

 

 

 

朝の散歩  

朝の散歩をする。10 月から「通勤」に変えて「朝の散歩」にした。今まで電車を使っていたところを

歩くことにした。通勤と呼んでいたそれを散歩と呼ぶことにした。いろんな人に「最近は朝 1 時間ほ

ど散歩するんですよ、夜も」と言うと羨ましがられる。実は結構大変なのに。 



燃える 

5 分も歩くと燃えるのである。こんなに涼しい秋なのに燃えるのである。体の底から炎が湧き出るの

である。生きる根源は歩くことにある。東本願寺の坊さんの言いそうな言葉を思いついてしまったの

で、すぐに燃やした。   

 

 

 

動機  

愛だとか恋だとかいろんな言い方で着飾るけれども動機というのはただ一つ。「このコを一度抱いて

みたい」と思うのよ。でもそう思われない女のコもいるわ。抱いてみた結果として、恋に落ちることも

ある。ある日恋人はそう僕に言った。 

 

 

 

望み  

俺は何も大したことを望んではいない。ただ 800 円ぐらい出せばたらふく食って死ぬほど飲める場

所があればいいなと思っているに過ぎない。 

 

 

 

暖簾  

安っぽいのれんが町屋にかかっている。風に吹かれる猫のイラストの横に「幸せの風が吹いてきまし

た」という言葉が添えられている。生地と同じで安っぽい。「けっ」と誰かが言った。幸せの風などあ

るものか。あるとしてもその言葉の中には決してないのだと悪態を突きながら風が通り過ぎた。 

 

 

 

 

かしこい女 

アルバムの撮影をするというので珍しく教室でマスクを外す。撮影後「あれ俺マスクどこやったかな

ぁ」とあたふたしていると「先生今引き出しにしまわれてましたよ」とさりげなくいう学生がいた。頭の



いいこコになるだろう。いやもう頭のいいコなんだ。男も女も人のやることじっと見てる観察力のある

人間というのは容易く将来がやってくる。おれは観察力がないから詩をこうして作り続けた。そして

かしこい女を見つけられる眼を育て続けた。 

 

 

 

テクノ  

テクノという古びた言葉は木偶の坊に似ている。技術しかないのに、その技術だけでただ走り続け

いる奴。どうしようもない奴。テクノ棒という駄洒落。 

 

 

 

 

顔 

キムタクと夢で喋った。そんなに悪い奴ではなかった。人は顔だけで判断してはいけないのかもし

れないと思った 

 


